
5～25° 面積 10,745m2

調査時期：2012年12月

ヒノキ植林、ニセアカシア、コナラ、サクラ、クスノキ

低木、草本層 ヒサカキ、アラカシ、ヒサカキ、コバノミツバツツジ、ネザサ、ベニシダ

・東灘山麓自然歩道（十文字山線）途中の尾根沿いに位置する。
・活動候補地の北側は、ヒノキ植林が混ざるニセアカシア・コナラ林で、低木層にヒサカキ、アラカ
　シ等が生えている。草本層には高さ1m程度のネザサやベニシダが密に生えている。
・活動候補地の南側は、ニセアカシア、コナラ、サクラ、クスノキが混交した林で、低木層にヒサカ
　キ、コバノミツバツツジが見られる。草本層には高さ1.5m程度のネザサが密に生えている。
・活動候補地の東側に、ため池がある（確認時は水なし）。

活動候補地の様子位　　置

活 動 候 補 地 詳 細　No.43

斜面方向 南 地表面の状況 礫（20ｃｍ）あり。倒木あり。
地形 斜面・尾根 斜面勾配

活動地でできる
作業メニュー

間伐、もやかき、種子集め、枝打ち、ササ刈り、下草刈り、枯れ枝落し、木の整理、枝・
ササ等の運搬、落ち葉等の運搬、丸太の運搬、玉切り

候補地概要

植生状況
高木・中木層

No.43

至：打越山

至：新落合橋バス停

命の道標


